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発 pH の影響を検討し，アンモニア生成が最大であるときの発酵条件の最適化を確立した。含水率 75％の脱



























発 pH の影響を検討し，アンモニア生成が最大であるときの発酵条件の最適化が確立された。含水率 75％
の脱水汚泥，初発 pH8，発酵温度 55℃，発酵日数 12 日間が最適条件であり，アンモニア濃度が最大で 6，




pH は CaO で 11.5 以上調整し，加熱（加圧）還流冷却法により，アンモニアを脱離させた。さらに，水蒸気
や冷水で冷却を行い，濃度 10％のアンモニア水が得られ，アンモニアの回収率が 55％であった。また，回
収したアンモニアから稲わらの前処理では，リグニンの分解率が 31.7％，糖化率が 55.2％となった。この結
果は市販した純粋のアンモニア水より若干低かったが，発酵後の浸漬液による稲藁の前処理より，リグニン
の除去率も糖化率も大幅に上昇したため，エタノール発酵のための稲わらの前処理への再利用が可能である
ことが確認できた。
以上により，アンモニア水がリグニンの除去効果と酵素加水分解に有用であることがわかり，酵素によ
る藁の加水分解率を想定した各要素との相互関係について明らかとなった。新しい知見が得られたことから，
発酵した汚泥から回収したアンモニアは藁などのバイオエタノール生産の前処理で再利用では，アンモニア
阻害問題の解消，廃棄物の再利用，低コストのエタノール生産の一助となることに寄与していることが高く
評価される。
よって，著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
